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弘
代
に

し、

無
名
の

若
者
を
励
ま

す

木
の

出
版
が
、

共
通
の

出
発
点
だ
っ

た
。

大
和
書
房
は

堀
秀
彦
ら
の

本
を
出
し、

常

市
の

恋
人
た

ち
の

手

紙
『
愛
と

死
を
み
つ

め
て
』

は、

百
三

十
五

万
’部
の
ベ

ス

ト
セ

ラ
ー
に

な
っ

た
。

青
春
出
版

社
は、

松
川
事
件
の

被
告
の

獄

中
記
な
ど

を
出
し
、

曾
野
綾
子

守
誰
の

た
め
に

愛
す
る
か
』

を
ヒ
ッ

ト
さ
せ

た
。

寸
ふ

だ
ん

木
を
読
ま
な
い

人
が

必
要
と
す
る

本
を
つ

く
り
た
い
」

と
い

う
小

沢
は、

『
天
中
殺
入
門
』

に

ま

で

手
を
広
げ

て
い

る
。

み
やaR9ょう向い

信

州
山
身
の

出
版
人
で

落
と
せ

な
い
の
が
、

理

論
社
会
長
の
小
宮
山
霊
平
（
六
五
〉
。

受
賞
や

表
彰
さ
れ
た

本
の

数
で

は
、

山
版
社
の

中
で

も

て
・
二

を
誇
る
。

服

部
之
総、

平
野
義
太
郎、

高
群
逸
校
ら
の

木
を

出
し
、

ア
ジ

ア
・

ア
フ

リ
カ

関
係
に

力
を
入
れ
て、

「
出
版
界
で
は
一

番
商
売
が

下
手
だ
と
い

わ

れ

て

ね
」

と
小

宮
山
は
い

う
が
、

三

十
三

年
か
ら

最
も

商
売
に

な
ら
な
い

は

ず
の

創
作
児
童

文
学
の

出
版
に

全
力
を
あ
げ、

山

中
恒、

今
江

祥
智、

灰
谷

健
次

郎
ら
を
世
に

送
っ

た
。

灰
谷
の

『
兎
の

限
』

は

百
万
部
を
超
え
て
、

最
近
の
ヒ
ッ

ト
。

「
も
う
か
ら
な
い

は

ず
の

も

の
が
、

も
う
か
る
ん
だ
か

ら
ね
L

と

小
宮
山
。

良
書
出
版
を

貫
く

出
版
界
の

名
物
男
だ
。

上
川
市
の

生
ま
れ
。

こ
こ
は

大
正

期
の

創
作
主

話
童
話
雑
誌

『
赤
い

鳥
』

の

自
由
回
運
動
で

知
ら
れ
る
山

本
州
ゆ

か

り
の

土
地
だ
。

小

宮
山
の

心
の

中
に
は、

文
化
と

教
育
の

町
上
問
に

対
す
る

誇
り
が

あ
る
。

「
『
赤
い

鳥
』

が
ぼ

く

の

市

在
意
識
に

あ
っ

た
か

な
L。

上
田
駅
前
の

喫
茶
店
に

「
小

宮
山

量
平
の

木
棚
し

を
つ

く
っ

た
。

ご
」
れ
が
、

ぼ

く

の

誌
だ
よ
」

と
小

宮
山
は
い
っ

た
。

ほかυらやrたか

た
はかし♂や

ほ
か
に

名
著
出
版
中
村
安
孝
（
五
五
）、

第
一

法
規
出
版
社
問
中
重
弥
〈
七
三
）、

オ
ー
ム

社
三
井
正
光
（
七
O
〉、

ぽた
いつ指

やまAuhqhuか3

b
い
い

図
ポ日
時
間
五
雄
2
2
0、

あ
す
な
ろ

書
房
山
浦
常
克
（
五
八
〉、

美
術
年
鍛
W
井
〕
一
一
（
七
一
）
の

各
社
長
も
。
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学
者
の
里
に
咲
く
花

あんr

花
の
季
節
に
更
埴
市
の
杏
の
里
を
歩
い

た。
花
の
中
で
迷
い
そ
う
に
な
っ

た。
信
州
は
学
者
の
里
だ 。
ど
こ
を
見

て
も
優
れ
た
学
者
が
い
る 。
大
学
教
授
だ
け
で
は
な
い 。
町
の
学
者 、
村
の
研
究
家
が
多
い
の
に
も
驚
く 。

府
が
厚

く
広
い 。
学
者
の
里
で
も
迷
い
そ
う
で
あ
る 。

；
！

こまやし2u’

結
法
の
東
大
教
授
れ
林
直
樹（
六
O〉 。
や
せ
ぎ
す
で
ま
じ
め
な
容
姿 。
平
和
結
法
擁
護
の
論
陣
を
張
る 。
「

平
和
慾

訟
は
世
界
で
最
も

進
ん
だ
も
の
で 、
日
木
に
も
人
類
全
体
に
も
意
味
が
あ
るし
「

軍
隊
で
悶
は
守
れ
な
いL 。
そ
の
論

法
は
常
に
ス
ト
レ
ー
ト

で 、
変
化
球
で
勝
負
す
る
こ
と
が
な
い 。
「

融
通
が
き
か
ず 、
原
迎
原
則
で
も
の
を
い
っ
て

妥
協
し
な
い
の
が
信
州
人 。
ぼ
く
も
そ
う
で
す 。
そ
の
時
々
の
状
況
に
流
さ
れ
る
日
本
人
の
現
実
主
義
の
中
で 、
原

則
で
も
の
を
い
う
こ
と
も
必
要
で
は
あ
り
ま
せ
ん
かL

小
諸
市
の
生
ま
れ 。
子
ど
も
の
こ
ろ
立
川
文
庫
に
夢
中
だ
っ

た。
相
撲
の
京
市
為
右
術
門
は
隣
の
東
部
町
生
ま
れ 、

其
川
十
勇
士
の
活
慨
し

た
上
問
も
近
く 、
「

猿
飛
佐
助
の
削
の
戸
沢
白
雲
斎
が
い

た
鳥
居
峠
も
す
ぐ
そ
ばL
だ
か
ら 、

前
談
は
お
話
で
な
く

現
実
だ
っ

た。
寸

ぼ
く
は
勉
強
好
き
じ
ゃ
な
か
っ

た。
学
者
に
な
る
つ
も
り
は
な
か
っ

たし 。
学

徒
山
附
で 、
軍
隊
の
あ
ま
り
の
非
合
理
さ
を
体
験。
復
員
し
て
戻
っ
た
東
大
で 、
尾
高
利
雄
の
カ
ン
ト
「

永
久
平
和

の
た
め
にし
の
講
義
を
き
い
て、
学
問
と
は
こ
ん
な
に
す
ば
ら
し
い
も
の
か
と

思
う 。
「

小
さ
な
薄
暗
い
教
設
で 、

県
さ
に
ふ
る
え
な
が
ら
感
動
し
て
い

たL

寸
負
け
ん
気
で
筋
を
通
す
こ
と
で
は 、
現
代
中
国
学
の
東
京
外
務
大
教
授
村
側
蹴
W〈
凶
一九）
も
ひ
け
を
と
ら
な
い 。

昭
和
四
十
三
年 、
大
学
紛
争
の
あ
ら
し
の
中
で
研
究
室
を
め
ち
ゃ
め
ち
ゃ
に
さ
れ
た。
貴
重
な
資
料
も
失
っ

た。
紛

86 

午
が
解
決
し
て
授
業
が
再
開
さ
れ
た
と
き、
中
嶋
ひ
と
り 、

学
生
が
反
省
し
謝
川持
す
る
ま
で
前
識
は
で
き
な
い
と
頑

「
研
究
室
を
荒
ら
し

た
の
は
過
激
派
か
も
し
れ
な
い
が、

安
保
闘
争
の
と
き
学
生
自
治
会
に
い
た
か
ら 、

口火
つ
』」
。

ロHJ

J’’

一
般
学
生
も
傍
制
し
て
い
た。
f
，
、
t
し、
、ノur
i

－－
〈
｝ト
一ノ
ft、、
，ιJ

学
生
運
動
の
退
廃
が
許
せ
な
か
っ

たL

’Jr
hヒ
こ
目と
コ
L
こ
ワ
キえ

さ
／←
7v
書M2
44
，ォ
7・
。
，t

当
時
折
や
か
だ
っ

た
巾
国
文
化
大
革
命
を 、界悶

の ベ そ
ー一 つ の
匹”た 最初日り宅JJ・で J換 。〉 治通
生学ら
き：�1· 1慌
て がプj
き多／�＇.1\

た か ｛"jl·o っ と
fこ J；.、
r/·1 て
で介、

析
し

最
近、

こ
の

過
激
派
の
気
に
入
ら
な
か
っ

た
の
か
も
し
れ
な
い O

R
し
て
党
内
闘
争
・

路
線
闘
争
と
し
て
分
析
す
る
婆
勢
を
変
え
ず 、

十
五
年
間
の
論
文
を
集
め

た
『

北
京
烈
烈』
を
出
版
し

た
が、

い
う
自
信
の
表
れ
で
も
あ
る 。

松
木
市
生
ま
れ 。

Hh

、

，－
、JAV喝

、

T
U－
Z
0
・刀

古
い
論
文
で
の
見
通
し
が
問
迫
っ
て
い
な
か
っ

た
と

子
ど
も
の
こ
ろ
才
能
教
育
の
鈴
木
鎖一
か
ら
バ
イ
オ
リ
ン
を
習
い 、
家
に
は
欣
人
の
若
山
喜
志

子
ら
も
出
入
り
し
て、
松
木
の
文
化
的
な
空
気
を
吸
っ
て
育
っ

た0
・巾
悶
に
興
味
を
持
っ

た一
悶
に
は 、
郷
土
の
先

一

コ
り
ふ
守
いhv
立
t＝
；ノ
リ、

い
d

u
H
｛
l
f
j
l
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市
竹
内
好
の
影
響
も
あ
る 。
こ
れ
か
ら
の
中
国
を
「
も
う

激
励
を
繰
り

返
す
こ
と
は
な
い 。

だ
ん
だ
ん
ド
ラ
マ
性
が
な
く
な
るし
と
み
る 。
’L
おか
まsn

午
者
の
邸主
の
巨
木 。
民
版
学
の
国
際
的
権
威
の
岡
正
雄（
八
三） 。

いOM仰い
てヲhu

動
物
生
態
学
の
第一
人
者
犬
飼
哲
夫（
八
三） C

臨
海
工
業
地
椛
と
い
う
考
え
力
を
生
み
出
し
て
日
木
の
高
度
成
長
の
廿松
山
浩一
り
を
し 、
文
化
的
却
を
受
章
し

た
土
木

td可書

まさつ
ぐ

工
川イ
の
鈴
木
雅
次（
九
二） 。
い
ず
れ
も
松
木
市
生
ま
れ 。
鈴
木
は
松
本
中
学
が
日
本
に
初
め
て
ス
ク
イ 守ス
プ
レ
ー

を

いヲし
tJリき

こ
だ苦手うだ

とζろみつ
ね

ほ
ら
hchqH

狩
入
し

た
時
の
野
球
部
員
だ 。
地
方
史
の
一
志
茂
樹（
八
八〉 、
日
本
史
の
児
玉
幸
多（
七一
〉 、
所一ニ
男（
八
O
H
洞
寓
雄

ぎ
た
じ
ま
ま
8
も
ど

か
は
い

実
ど
か

ほ
う
げ
つ

川
い
ご

A
る
し
主
LZ
し
h

’

i

’
ω

一

（
七
四） 、
北
島
正
元ハ
六
九〉 、
金
井
岡（
玉
凶〉 、
計
位、
史
の｛五
月
半
主回（
七
五〉 、
成
業
史
の
士口
鳥
敏
雄〈
六
九
円
宗
教
巾yr
d

か方はらかde”

笠
原一
男（
六
五〉 。
歴
史
関
係
が
品川
ん
だ 。

長野県
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